相続登記手続について

手順１　被相続人の戸籍謄本（被相続人の15歳頃から以降のことが記載してある（原）戸籍謄本・除籍謄本・現在戸籍謄本を集めます。・・・・　被相続人の本籍地にて・・・郵送でも取得可能です）を集め相続人の確定をします。

従って、結婚する前の被相続人のお父様の（原）戸籍謄本・除籍謄本（被相続人の記載がされている）が必要です。
手順２　被相続人の財産がある市（区）役所でご主人名義の固定資産評価証明書を集め、財産の確定をします。
手順３　話し合いで誰がどの財産を相続するか決め遺産分割協議書を作成します。相続人全員が実印を押印し、相続人全員の現在戸籍抄本・住民票・印鑑証明書を集めます。相続人が外国人と結婚され、アメリカ等にお住まいで住民票、印鑑証明書が日本に無ければ日本大使館で在留証明書やサイン証明書等（又はその国の戸籍関係書類）が必要になるでしょう。
手順４　上記３の書類を添付して不動産を所有している当該法務局に相続登記を申請します。
以上が相続手続きのあらましです。
